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会
員
募
集

　
◆
カ
ラ
オ
ケ
（
ふ
る
さ
と
会
ウ
イ

ン
グ
）　
月
４
回
。
木
曜
日
午
後
０

時　
分
～
３
時　
分
他
、
生
涯
学
習

４０

４０

セ
ン
タ
ー
他
で
。
入
会
金
１
０
０
０

円
、
会
費
月
２
０
０
０
円
。
初
心
者

歓
迎
。
見
学
自
由
。
楽
し
い
サ
ー
ク

ル
で
す
。
詳
し
く
は
片
柳
☎
４
７

１
・
８
３
６
３
へ
。

　
◆
社
交
ダ
ン
ス（
東
久
留
米
市
ダ

ン
ス
連
盟
）　
毎
週
日
曜
日
。
午
前

　
時
半
～
正
午
、
ダ
ン
ス
フ
ロ
ア
ー

１０（
東
本
町
７
ノ　
）
で
。
会
費
月
２

１５

５
０
０
円
。
初
め
て
踊
る
方
が
対
象
。

歩
き
方
か
ら
ス
テ
ッ
プ
ま
で
。
健
康

増
進
に
役
立
ち
ま
す
。
詳
し
く
は
横

山
☎
０
９
０
・
６
５
１
６
・
１
９
０

５
へ
。

　
◆
東
久
留
米
レ
デ
ィ
ー
ス
ゴ
ル
フ

ク
ラ
ブ　
毎
週
火
曜
日
。
午
前　
時
１０

～
正
午
、
ゴ
ル
フ
練
習
場
（
本
町
三

丁
目
）
で
。
入
会
金
２
０
０
０
円
、

会
費
６
カ
月
で
１
万
円
。
月
１
回
プ

ロ
レ
ッ
ス
ン
あ
り
。
年
４
回
コ
ン
ペ

開
催
。
詳
し
く
は
平
山
☎
４
７
３
・

３
２
８
９
へ
。

　
◆
ス
ペ
イ
ン
語（
エ
ス
ぺ
ラ
ン
サ
）

　
毎
週
木
曜
日
。
午
前
９
時
～
正
午
、

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
で
。
参
加

費
は
８
人
参
加
で
１
回
１
５
０
０
円
。

初
心
者
～
上
級
者
。
い
つ
か
ら
で
も
。

ネ
イ
テ
ィ
ブ
女
性
講
師
。
詳
し
く
は

田
中
☎
０
５
０
・
５
５
３
２
・
３
２

４
４
へ
。

　
◆
気
功
健
康
法
の
会　
月
３
回
。

木
曜
日
午
前　
時
半
～
正
午
、
生
涯

１０

学
習
セ
ン
タ
ー
他
で
。
入
会
金
２
０

０
０
円
、
会
費
月
２
５
０
０
円
。
高

齢
者
も
無
理
な
く
で
き
る
健
康
体
操
。

詳
し
く
は
堀
江
☎
４
５
１
・
２
１
８

８
へ
。

　
◆
東
久
留
米
話
し
方
ク
ラ
ブ　
第

２
・
第
４
金
曜
日
の
午
後
７
時
～
９

時
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
。
入
会

金
１
０
０
０
円
、
会
費
１
回
１
０
０

０
円
。
人
前
で
話
す
こ
と
が
苦
手
な

方
、
自
信
を
つ
け
た
い
方
。
見
学
歓

迎
。
詳
し
く
は
、
い
わ
き
☎
４
７

５
・
８
７
１
３
へ
。

　
◆
ひ
が
し
く
る
め
手
う
ち
う
ど
ん

の
会　
月
２
回
。
土
曜
・
日
曜
日
の

午
後
１
時
か
ら
。
参
加
費
１
回
１
０

０
０
円
。　

月
６
日
（
金
）
が
西
部

１１

地
域
セ
ン
タ
ー
、　

日
（
日
）
と　

２２

１２

月　
日（
日
）が
東
部
地
域
セ
ン
タ
ー

１３
で
。　

月
・　

月
は
そ
ば
教
室
、
参

１１

１２

加
費
１
回
１
５
０
０
円
。
初
心
者
歓

迎
。
詳
し
く
は
齋
藤
☎
４
７
３
・
８

０
６
５
へ
。

　
◆
ラ
ジ
オ
体
操
プ
ラ
ザ
体
操
会　

毎
日
午
前
６
時　
分
～
６
時　
分
。

１０

４０

市
役
所
１
階
屋
外
ひ
ろ
ば
で
。
会
費

年
６
０
０
円
。
健
康
増
進
目
的
。
か

ん
ぽ
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
全
国
ラ
ジ
オ
か
ら

東
京
都
表
彰
を
受
賞
。
詳
し
く
は
藤

田
☎
４
７
３
・
０
６
４
８
へ
。

　
◆
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
東
久
留
米
ひ
ま

わ
り　
月
２
回
。
金
曜
日
午
前
９
時

～　
時
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
。

１１
入
会
金
１
０
０
０
円
、
会
費
１
回
２

０
０
円
。
初
心
者
歓
迎
。
見
学
可
。

詳
し
く
は
小
山
☎
０
９
０
・
３
５
７

４
・
９
４
７
２
へ
。

　
◆
読
者
会
（「
世
界
」
を
読
む
会
）

　
第
２
火
曜
日
午
後
７
時
～
９
時
、

会
場
未
定
。
会
費
な
し
。
毎
月
で
な

く
て
も
出
ら
れ
る
時
に
。
詳
し
く
は

須
山
☎
０
９
０
・
３
８
７
８
・
５
８

４
８
へ
。

　
◆
エ
ビ
ス
絵
画　
第
１
・
第
３
金

曜
日
の
午
前　
時
～
正
午
、
生
涯
学

１０

習
セ
ン
タ
ー
で
。
入
会
金
３
０
０
０

円
、
会
費
月
３
０
０
０
円
。
身
近
な

静
物
・
風
景
・
人
物
な
ど
を
描
き
ま

す
。
初
心
者
歓
迎
。
詳
し
く
は
村
田

☎
０
９
０
・
５
５
３
４
・
８
５
３
８

へ
。
　
◆
軟
式
野
球
（
東
久
留
米
ド
リ
ー

ム
ズ
）　
月
３
回
。
土
曜・日
曜
日
の

午
前　
時
～
午
後
３
時
他
、
東
京
都

１０
職
員
共
済
組
合
清
瀬
運
動
場
（
清
瀬

市
竹
丘
三
丁
目
）
他
で
。
会
費
月
１

５
０
０
円
。　

歳
～　
歳
。
還
暦
野

５９

７０

球
で
す
。
初
心
者
歓
迎
。
見
学
可
。

詳
し
く
は
浜
村
☎
４
７
３
・
２
８
５

８
へ
。

　
◆
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
ク
を
楽

し
む
会　
毎
週
水
曜
日
と
第
２
・
第

４
土
曜
日
の
午
前　
時
～　
時
半
、

１０

１１

落
合
川
周
辺
で
。
会
費
１
回
５
０
０

円
。
レ
ン
タ
ル
ポ
ー
ル
代
１
回
５
０

０
円
。
初
心
者
歓
迎
。
指
導
は
Ｊ
Ｎ

Ｗ
Ａ
公
認
指
導
員
。
詳
し
く
は
長
浜

☎
０
９
０
・
５
２
０
４
・
３
１
９
０

へ
。
　
◆
体
操
ク
ラ
ブ
・
ス
テ
ッ
プ　
月

３
回
。
木
曜
日
午
前　
時
～
正
午
、

１０

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
東
本
町
で
。

入
会
金
１
０
０
０
円
、
会
費
月
２
５

０
０
円
。
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
で
、
い

つ
ま
で
も
健
康
に
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

詳
し
く
は
渡
辺
☎
４
７
４
・
８
４
７

２
へ
。

　
◆
リ
ト
ミ
ッ
ク
サ
ー
ク
ル
ま
め

ち
ゃ
ん
ズ　
月
３
回
。
月
曜
日
午
前

　
時
半
～　
時　
分
他
、
ス
ペ
ー
ス

１０

１１
１５

１
０
５（
市
役
所
向
か
い
）他
で
。
入

会
金
１
０
０
０
円
、
会
費
月
２
５
０

０
円
。
１
歳
か
ら
の
音
遊
び
。
親
子

の
絆
を
深
め
ま
す
。
他
会
場
で
水

曜
・
木
曜
日
も
有
り
。
詳
し
く
は
遠

藤
☎
０
９
０
・
２
７
６
９
・
１
６
７

４
へ
。

　
◆
フ
ラ
ダ
ン
ス
（
テ
ィ
ア
レ
・
ノ

ア
ノ
ア
）　
月
４
回
。
金
曜
日
午
後

３
時
半
～
４
時　
分
他
、
貸
し
ス
タ

５５

ジ
オ
（
東
本
町
１
ノ
５
）
で
。
会
費

月
５
０
０
０
円
。
初
心
者
歓
迎
。
基

本
か
ら
教
え
ま
す
。
体
験
可
。
午
前

の
部
も
あ
り
。
詳
し
く
は
仲
沢
☎
４

７
６
・
１
５
８
３
へ
。

　
◆
健
康
体
操 
自  
彊  
術 　
毎
週
金

じ 
き
ょ
う 
じ
ゅ
つ

曜
日
。
午
後
１
時
半
～
３
時
他
、
南

町
地
区
セ
ン
タ
ー
で
。
会
費
月
２
２

０
０
円
。　

歳
以
上
。
老
化
防
止
と

６０

健
康
保
持
の
、
身
体
に
優
し
い
体
操
。

詳
し
く
は
川
島
☎
４
７
８
・
１
５
８

６
へ
。

　
◆
居
合 
兵  
法 （ 
正  
剣  
會 ）　
毎
週

ひ
ょ
う 
ほ
う 

せ
い 
け
ん 
か
い

土
曜
・
日
曜
日
の
午
後
４
時
半
～
６

時
半
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
。
入

会
金
１
０
０
０
円
、
会
費
月
２
０
０

０
円
。　

歳
以
上
で
長
期
続
け
ら
れ

１８

る
方
。
初
心
者
・
男
性
・
女
性
、
ど

な
た
で
も
。
詳
し
く
は 
早  
乙  女 
☎
４

さ 
お
と 
め

７
１
・
４
５
２
０
へ
。

　
◆
茶
道
（ 
金 きん 
茶 
会
）　
月
２
回
。

さ

土
曜
日
午
前　
時
～
正
午
、
生
涯
学

１０

習
セ
ン
タ
ー
で
。
会
費
月
１
０
０
０

円
。
中
学
・
高
校
生
年
代
向
け
茶
道

教
室
。
伝
統
文
化
に
親
し
み
な
が
ら

学
び
ま
し
ょ
う
。
詳
し
く
は
阿
部
☎

４
７
７
・
０
２
３
７
へ
。

　
◆
く
る
め
水
墨
画　
第
１
・
第
３

木
曜
日
の
午
前　
時
～
正
午
、
中
央

１０

町
地
区
セ
ン
タ
ー
で
。
会
費
月
２
０

０
０
円
。
初
心
者
歓
迎
。
講
師
は
日

本
水
墨
画
協
会
会
員
。
詳
し
く
は
田

口
☎
４
７
１
・
３
４
６
９
へ
。

　
◆
日
本
画（
杉
の
会
）　
第
１
土
曜

日
の
午
前
９
時
半
～
正
午
、
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
で
。
会
費
月
２
０
０
０

円
（
材
料
費
を
含
む
）。
岩
絵
具
を

使
っ
た
日
本
画
を
、
初
心
者
か
ら
実

態
に
応
じ
て
指
導
。
詳
し
く
は
中
島

☎
４
５
８
・
６
４
７
０
へ
。

催

し

　
◆
家
事
家
計
講
習
会
（
東
京
第
一

友
の
会
南
沢
方
面
）　　
月　

日

１１

１２

（
木
）
午
前　
時
～
正
午
、
自
由
学

１０

園
し
の
の
め
茶
寮（
学
園
町
一
丁
目
）

で
。
参
加
費
３
０
０
円
。
託
児
あ
り

（
要
予
約
）。
託
児
料
２
０
０
円（
保

険
代
を
含
む
）。
詳
し
く
は
川
島
☎

４
７
８
・
１
５
８
６
へ
。

　
◆
さ
ん
ぽ
＆
自
然
観
察
（
さ
ん
ぽ

＆
自
然
観
察
の
会
）　　
月　

日

１１

２０

（
金
）
午
前
９
時
半
～
午
後
０
時
半
、

市
役
所
１
階
屋
内
ひ
ろ
ば
に
集
合
し

て
南
沢
へ
。
参
加
費
３
０
０
円
。
晩

秋
の
南
沢
を
少
人
数
で
ゆ
っ
く
り
観

察
し
ま
す
。
要
申
し
込
み
。
小
雨
実

施
。
詳
し
く
は
横
田
☎
４
７
３
・
５

９
９
７
へ
。

　
◆
第
９
回
定
期
演
奏
会
（
男
声
合

唱
団
ダ
ン
デ
ィ
ー
ズ
）　　
月　
日

１２

１３

（
日
）
午
後
２
時
開
演
（
１
時
半
開

場
）、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

で
。
入
場
料
１
０
０
０
円
。「
新
風

…
そ
し
て
飛
躍
へ
」
新
指
揮
者
永
澤

麻
衣
子
氏
を
迎
え
て
。
演
奏
曲
は
組

曲
「
柳
河
風
俗
詩
」
他
。
詳
し
く
は

石
川
☎
４
７
７
・
０
６
３
８
へ
。

　
◆
親
子
で
楽
し
む
「
あ
べ
こ
べ
体

操
」（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
久
留
米
福
祉
オ

ン
ブ
ズ
の
会
）　　
月
９
日（
月
）午

１１

前　
時
～　
時
半
、
生
涯
学
習
セ
ン

１０

１１

タ
ー
集
会
学
習
室
１
・
２
で
。
参
加

費
無
料
。
親
子
で
肌
を
触
れ
合
わ
せ

身
体
を
動
か
す
体
操
で
す
。
詳
し
く

は
西
☎
４
７
５
・
５
５
２
８
へ
。

　
◆
ア
ト
リ
エ
ど
ろ
ん
こ
・
ア
ト
リ

エ
ジ
ジ
大
人
の
部
合
同
美
術
展
（
ア

ト
リ
エ
ど
ろ
ん
こ・ア
ト
リ
エ
ジ
ジ
）

　
　
月
３
日
（
祝
）
～
８
日
（
日
）、

１１
成
美
教
育
文
化
会
館
で
。
入
場
料
無

料
。
絵
画
を
中
心
に　
～　
点
を
展

６０
７０

示
。
詳
し
く
は
小
林
☎
４
２
１
・
６

７
５
５
へ
。

　
◆
秋
は
コ
ー
ラ
ス
に
の
っ
て
～
ア

カ
ペ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト　
東
久
留
米

in

（
慶
應
義
塾
東
久
留
米
三
田
会
）　

　

月　

日
（
日
）
午
後
２
時
開
演

１１

２９

（
１
時
半
開
場
）。
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ル
で
。
入
場
料
１
０
０
０

円
。
人
の
声
だ
け
で
奏
で
る
ア
カ
ペ

ラ
、
魅
力
的
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
お
楽

し
み
に
。
詳
し
く
は
田
島
☎
０
９

０
・
２
２
４
７
・
３
９
１
４
へ
。

　
◆
み
ん
な
の
う
た
ご
え
喫
茶
（
う

た
の
広
場
の
会
）　　
月　
日
（
日
）

１１
２２

午
後
２
時
～
４
時
、
市
役
所
１
階
屋

内
ひ
ろ
ば
で
。
参
加
費
３
０
０
円
。

ケ
ー
キ
、
紅
茶
、
貸
し
出
し
歌
集
代
。

詳
し
く
は
小
坂
☎
４
７
７
・
４
７
７

１
へ
。

　
◆ 
来  梅 
の
里
唄
演
奏
会
（
来
梅
の

く
る 
め

里
唄
愛
好
会
）　　
月　
日（
日
）午

１１
１５

前　
時
～
午
後
４
時
、
成
美
教
育
文

１０
化
会
館
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
で
。
入
場

料
無
料（
浄
財
箱
を
設
置
）。
里
唄
の

好
き
な
方
の
集
い
。
ス
ト
レ
ス
解
消

に
最
適
で
す
。
詳
し
く
は 
中  
串 ☎
０

な
か ぐ
し

９
０
・
４
０
５
７
・
１
２
１
２
へ
。

　
◆
写
団
東
久
留
米
写
真
展
２
０
１

５
（
写
団
東
久
留
米
）　　
月
１
日

１１

（
日
）
～
５
日
（
木
）
の
午
前　
時
１０

～
午
後
５
時
（
１
日
は
正
午
か
ら
、

５
日
は
午
後
３
時
ま
で
）。
ス
ペ
ー

ス
１
０
５（
市
役
所
向
か
い
）で
。
入

場
料
無
料
。
花
、
風
景
、
野
鳥
な
ど

の
写
真
、
Ａ
３
判
、　

枚
を
展
示
。

３０

詳
し
く
は
高
橋
☎
０
９
０・３
０
４

０・５
１
９
５
へ
。

　
自
宅
で
高
齢
者
を
介
護
し
て
い

る
家
族
の
方
が
安
心
し
て
介
護
を

続
け
ら
れ
る
よ
う
、
基
礎
的
な
知

識
や
技
術
を
習
得
す
る
た
め
の
初

心
者
向
け
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　
ベ
ッ
ド
か
ら
車
い
す
な
ど
へ
の

移
乗
は
、
介
助
者
の
負
担
も
大
き

く
腰
を
痛
め
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

正
し
く
・
楽
に
、
そ
し
て
安
全
に

移
乗
・
移
動
が
で
き
る
ポ
イ
ン
ト

に
つ
い
て
、
実
習
を
交
え
て
学
び

ま
す
。

　
【
日
時
】　

月　
日
（
日
）
午
後

１１

１５

１
時
半
～
３
時
半
（
１
時
か
ら
受

け
付
け
）

　
認
知
症
の
高
齢
者
を
介
護
す
る

家
族
の
方
、
日
々
の
不
安
や
心
配

事
な
ど
を
気
軽
に
話
し
ま
せ
ん
か
。

対
象
の
地
域
を
確
認
の
上
、
担
当

の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
申

し
込
み
を
し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

参
加
費
は
１
０
０
円
（
茶
菓
子
代

な
ど
）
で
す
。

◎
東
部
地
域
に
居
住
の
方

　
▼
対
象
地
区　
上
の
原
、
金
山

町
、
神
宝
町
、
氷
川
台
、
大
門
町
、

　
市
で
は
、「
東
久
留
米
市
ポ
イ

捨
て
等
の
防
止
及
び
路
上
喫
煙
の

規
制
に
関
す
る
条
例
」
に
よ
り
、

市
民
・
事
業
者
の
皆
さ
ん
と
共
に
、

ま
ち
の
美
化
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

N

商業施設商業施設商業施設

工場工場工場

ポ
イ
捨
て
な
ど
の
防
止

　
た
ば
こ
の
吸
い
殻
、
チ
ュ
ー
イ

ン
ガ
ム
の
か
み
か
す
、
空
き
缶
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
投
げ
捨
て
の
ほ

か
、
ペ
ッ
ト
の
ふ
ん
を
放
置
す
る

な
ど
の
行
為
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

路
上
喫
煙
の
規
制

　
路
上
喫
煙
を
規
制
し
、
携
帯
灰

皿
の
使
用
を
求
め
、
特
に
人
通
り

の
多
い
東
久
留
米
駅
周
辺
を
終
日

路
上
喫
煙
禁
止
区
域
に
指
定
し
て

い
ま
す
。

　
同
区
域
は
左
図
の
通
り
で
す
。

路
面
上
に
下
図
の
２
種
類
の
シ
ー

ト
で
表
示
し
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

　
環
境
美
化
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
キ
ャ

小
山
、
東
本
町
、
新
川
町
、
浅
間

町
▼
日
時　
①　
月　
日
（
木
）

１１

１９

②　
月　
日
（
火
）
の
い
ず
れ
も
、

１２

１５

午
後
１
時　
分
～
２
時　
分
▼
会

１５

４５

場　
東
部
地
域
セ
ン
タ
ー
会
議
室

２
◆
申
し
込
み
と
詳
し
く
は
東
部

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
４
７

３
・
９
９
９
６
へ

◎
中
部
地
域
に
居
住
の
方

　
▼
対
象
地
区　
本
町
、
幸
町
、

中
央
町
、
南
沢
、
学
園
町
、
ひ
ば

　
【
会
場
】ニ
チ
イ
学
館
東
久
留
米

教
室
（
本
町
１
ノ
３
ノ　
、
メ
ラ

３０

ン
プ
ス
ビ
ル
３
階
）

　
【
内
容
】
移
乗
・
移
動
介
助

　
【
対
象
】高
齢
者
を
介
護
し
て
い

る
家
族
の
方

　
【
定
員
】
先
着　
人
３０

　
【
講
師
】ニ
チ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

東
久
留
米
の
山
本
恭
子
氏
ほ
か

　
【
費
用
】
無
料

　
申
し
込
み
は　
月　
日
（
金
）

１１

１３

ま
で
に
、
直
接
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

　
詳
し
く
は
同
セ
ン
タ
ー
☎
４
７

９
・
１
５
７
０
、
フ
ァ
ク
ス
（
４

７
９
・
１
５
７
２
）
へ
。

ン
ペ
ー
ン
を
左
表
の
日
程
で
実
施

し
ま
す（
雨
天
中
止
）。
市
環
境
美

化
推
進
員
と
一
緒
に
、
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
活
動
を
行
っ
て
い
た
だ
け

る
方
を
歓
迎
し
ま
す
。
当
日
集
合

場
所
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
【
活
動
内
容
】東
久
留
米
駅
周
辺

や
滝
山
交
番
周
辺
の
清
掃
、
啓
発

物
品
の
配
布

　
詳
し
く
は
環
境
政
策
課
☎
４
７

０
・
７
７
５
３
へ
。

　
今
回
は
、
黒
目
川
上
流
の
湧
水

と
秋
の
柳
窪
を
巡
る
約
４
丼
丿
の

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
す
。

こ
の
機
会
に
市
内
の
貴
重
な
自
然

を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
当
日

は
「
東
久
留
米
の
湧
水
マ
ッ
プ
」

を
配
布
し
、
ご
説
明
・
ご
案
内
し

ま
す
。
主
催
は
、
東
久
留
米
市
市

民
環
境
会
議
水
と
み
ど
り
部
会
。

　
【
コ
ー
ス
】「
黒
目
川
上
流
の
湧

水
と
秋
の
柳
窪
散
策
」
＝
都
大
橋

（
集
合
）
→
下
里
氷
川
神
社
→
し

ん
や
ま
親
水
広
場
→
柳
橋
→
第
十

小
学
校
裏
→
柳
窪
天
神
社（
休
憩
）

→
新
青
梅
街
道
→
村
野
家
住
宅

（ 
顧  
想 
園
）
前
→
第
十
小
学
校
前

こ 
そ
う

→
柳
窪
一
丁
目
バ
ス
停
（
解
散
）

　
【
日
時
】　

月　
日
（
日
）
午
後

１１

２９

１
時
～
４
時

　
【
集
合
場
所
】都
大
橋（
下
里
七

丁
目
１
番
）。
東
久
留
米
駅
西
口

か
ら
西
武
バ
ス
「
武
蔵
小
金
井
駅

（
錦
城
高
校
経
由
）
行
き
」
に
乗

車
、「
都
大
橋
」
バ
ス
停
下
車

↓　

年
秋
の
火
災
予
防
運
動

２７

　

ポ
ス
タ
ー

「路上喫煙禁止区域」は、
このようなシートで路面に
表示しています

みどり東京・温暖化
防止プロジェクト　
市町村助成金事業

　
【
定
員
】　

人（
応
募
者
多
数
の

３０

場
合
は
抽
選
）

　
【
費
用
】
１
０
０
円
（
資
料・保

険
代
。
当
日
集
金
）

　
申
し
込
み
は　
月　
日
（
金
）

１１

２０

ま
で
に
（
必
着
）、
は
が
き
に
「
湧

水
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
ウ
オ
ー
ク
参
加

申
し
込
み
」
と
明
記
し
、
参
加
希

望
者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
〒
２
０

３
儿
８
５
５
５
、
市
役
所
環
境
政

策
課
宛
て
郵
送
ま
た
は
電
子
メ
ー

ル（kankyoseisaku@
city.higash

ikurume.lg.jp

）
で
送
信
を
。

　
詳
し
く
は
同
課
☎
４
７
０
・
７

７
５
３
へ
。

り
が
丘
団
地
、
南
町
、
前
沢
一
～

三
丁
目
▼
日
時　
　
月
９
日（
月
）

１１

午
後
１
時
～
２
時
半
▼
会
場　
中

央
町
地
区
セ
ン
タ
ー
第
１
会
議
室

◆
申
し
込
み
と
詳
し
く
は
中
部
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
４
７

０
・
８
１
８
６
へ

◎
西
部
地
域
に
居
住
の
方

　
▼
対
象
地
区　
前
沢
四
・
五
丁

目
、
滝
山
、
野
火
止
、
八
幡
町
、

柳
窪
、
弥
生
、
下
里
▼
日
時　
　
１１

月　
日
（
月
）
午
後
１
時　
分
～

３０

１５

２
時
半
▼
会
場　
西
部
地
域
セ
ン

タ
ー
講
習
室
２
◆
申
し
込
み
と
詳

し
く
は
西
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
４
７
２
・
０
６
６
１
へ

　
皆
さ
ん
は
東
久
留
米
市
に
住
ん

で
、
ど
の
よ
う
な
魅
力
を
感
じ
て

い
ま
す
か
。「
東
久
留
米
に
住
ん

で
い
て
良
か
っ
た
」「
新
名
所
を
見

つ
け
た
」「
こ
ん
な
出
来
事
に
感
動

し
た
」
な
ど
、
あ
な
た
が
感
じ
た

市
内
の
『
み
り
ょ
く
』
を
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
で
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
素
敵
な
東
久
留
米
ラ
イ

フ
を
、
世
界
中
へ
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
ょ

う
。
　
【
運
営
期
間
】　

年
１
月
７
日

２８

（
木
）
ま
で

　
【
応
募
規
定・方
法
】
東
久
留
米

み
り
ょ
く
探
偵
団
公
式
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク（https://www.facebook

.com/events/16217960214172
21/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い

　
【
ご
注
意
】フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の

使
用
に
は
、
ア
カ
ウ
ン
ト
登
録
が

必
要
で
す
。
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ア

カ
ウ
ン
ト
登
録
ペ
ー
ジ（https://

ja-jp.facebook.com/

）

　
詳
し
く
は
産
業
政
策
課
振
興
企

画
係
☎
４
７
０
・
７
７
４
３
へ
。

　
「
東
久
留
米
市
の
観
光
名
所
と

い
え
ば
？
」
と
尋
ね
ら
れ
た
ら
皆

さ
ん
は
何
と
答
え
ま
す
か
。
東
久

留
米
市
に
は
、
湧
水
や
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
富
士
な
ど
素
晴
ら
し
い
名
所

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ま
た
大

勢
の
方
が
観
戦
や
観
覧
に
訪
れ
る

ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
文
化
活
動
も
、

重
要
な
観
光
資
源
と
な
り
ま
す
。

　
よ
り
多
く
の
方
に
観
光
目
的
で

訪
れ
て
も
ら
う
に
は
、
新
し
い
魅

力
を
発
掘
し
、
今
の
魅
力
と
合
わ

せ
て
磨
き
上
げ
、
さ
ら
に
輝
か
せ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
新
し
い
魅
力
の
発
掘
と
、

磨
き
上
げ
る
こ
と
の
大
切
さ
を

テ
ー
マ
に
、
次
世
代
を
担
う
若
手

の
皆
さ
ん
を
対
象
と
し
た
「
観
光

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
生
活
す
る
「
東
久
留

米
」
の
魅
力
を
知
り
、
好
き
な
場

所
や
活
動
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
【
日
時
】　

月　
日
（
日
）
午
前

１２

１３

９
時
半
～
正
午

　
【
会
場
】
市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

　
【
内
容
】①
基
調
講
演
＝
株
式
会

社
Ｏ
Ｎ－

Ａ
Ｒ
Ｔ
代
表
取
締
役
の

 
金  
丸  
賀  
也 
氏
（
リ
ア
ル
な
大
型
恐

か
ね ま
る か
ず 
や

竜
に
よ
る
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
シ
ョ
ー
も

行
い
ま
す
）
②
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
＝
市
内
各
分
野
で
活

躍
す
る
若
手
に
よ
る
東
久
留
米
の

魅
力
発
表
③
意
見
交
換
会
＝
来
場

の
皆
さ
ん
と
市
長
に
よ
る
意
見
交

換
会
お
よ
び
交
流
会

　
【
対
象
】中
学
生
～　
歳
ぐ
ら
い

４０

ま
で
の
市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤

の
方
　
【
定
員
】
先
着　
人
６０

　
申
し
込
み
は　
月　
日
（
金
）

１１

１３

ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
直
接
産
業

政
策
課
（
市
役
所
６
階
）
☎
４
７

０
・
７
７
４
３
へ
。

　
詳
し
く
は
同
課
へ
。

　
老
人
ク
ラ
ブ
は
「
い
き
い
き
長

寿
社
会
」
の
主
役
で
す
。
充
実
し

た
熟
年
生
活
を
お
考
え
方
は
、
老

人
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
ま
せ
ん
か
。

　
よ
ろ
ず
や
大
学
（
書
道
、
踊
り
、

民
謡
、
詩
吟
、
唄
お
う
会
、
朗
読
、

俳
句
、
い
き
い
き
体
操
、
手
芸
）

の
専
任
講
師
に
よ
る
９
講
座
は
、

１
年
間
無
料
で
す
。

◎
健
康
増
進
＝
健
康
運
動
指
導
士

（
整
形
外
科
医
）
に
よ
る
ス
ト

レ
ッ
チ
体
操
会
、
定
期
的
な
体
力

測
定
（
年
２
回
）

◎
社
会
奉
仕
＝
児
童
の
見
守
り
パ

ト
ロ
ー
ル
、
施
設
へ
の
演
芸
慰
問

◎
生
き
が
い
活
動
＝
年
３
回
の
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
の
芸
能
大
会

◎
ス
ポ
ー
ツ
＝
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
、
ス

カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
輪
投
げ
、
ペ
タ

ン
ク
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、
カ
ン
ト

リ
ー
ダ
ン
ス

　
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
、
地
域
の

核
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
市

内
の
老
人
ク
ラ
ブ
一
覧
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
入
会
申
し
込
み
な
ど
詳
細
は
、

同
会
会
長
・
横
井
☎
４
７
６
・
１

０
５
５
へ
。

　
詳
し
く
は
福
祉
総
務
課
高
齢
者

福
祉
係
☎
４
７
０・７
７
７
７（
内

線
２
５
０
８
）
へ
。

　
　
月
９
日
（
月
）
～　
日
（
日
）

１１

１５

の
１
週
間
は
、
秋
の
火
災
予
防
運

動
週
間
で
す
。
火
災
か
ら
尊
い
命

と
貴
重
な
財
産
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

火
災
か
ら
大
切
な
命
を
守
る

　
　
年
中
の
市
内
の
火
災
件
数
は
、

２７
９
月
末
現
在
で　
件
で
す
。
ま
た

１９

住
宅
火
災
に
よ
り
１
人
の
方
が
亡

く
な
り
ま
し
た
。
火
災
件
数
は
昨

年
同
時
期
と
比
べ
、
３
件
減
少
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
寒
く
な
り

空
気
が
乾
燥
す
る
時
期
は
、
ス

ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器
具
に
よ
る

火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

次
の
ポ
イ
ン
ト
を
確
認
し
て
、
家

庭
に
お
け
る
出
火
防
止
の
対
策
を

図
り
ま
し
ょ
う
。

◆
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
た
ば
こ
火
災

・
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い

・
灰
皿
に
吸
い
殻
を
た
め
な
い

・
吸
い
殻
は
水
で
完
全
に
消
火
し

て
か
ら
捨
て
る

◆
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
こ
ん
ろ
火
災

・
調
理
中
は
、
こ
ん
ろ
か
ら
離
れ

な
い

・
こ
ん
ろ
の
周
り
に
可
燃
物
を
置

か
な
い

・
調
理
中
は
火
力
を
調
節
す
る
な

ど
し
て
、
着
衣
着
火
に
注
意
す
る

◆
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
電
気
コ
ー
ド
火
災

・
コ
ン
セ
ン
ト
の
差
し
込
み
部
分

に
ホ
コ
リ
が
た
ま
ら
な
い
よ
う
に
、

定
期
的
に
掃
除
す
る

・
電
気
コ
ー
ド
の
折
れ
曲
が
り
、

家
具
の
下
敷
き
に
注
意
す
る
。
束

ね
て
使
用
し
な
い

・
テ
ー
ブ
ル
タ
ッ
プ
は
決
め
ら
れ

た
容
量
で
使
用
す
る
。
た
こ
足
配

線
に
注
意
す
る

◆
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
ス
ト
ー
ブ
火
災

・
外
出
や
就
寝
時
は
、
必
ず
ス

ト
ー
ブ
を
消
す

・
給
油
は
火
を
消
し
て
か
ら
行
う

・
布
団
や
洗
濯
物
な
ど
の
可
燃
物

が
接
触
し
て
火
災
に
至
る
場
合
が

あ
る
の
で
、
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
は

常
に
整
理
整
頓
す
る

　
ス
ト
ー
ブ
火
災
は
、
毎
年　
月
１１

か
ら
増
加
し
て
１
月
が
ピ
ー
ク
に

な
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
東
久
留
米
消
防
署
予

防
課
防
火
査
察
係
☎
４
７
１
・
０

１
１
９
へ
。

東
久
留
米
み
り
ょ
く
探
偵
団

　
今
回
ご
紹
介
す
る
保
存
樹
木
は
、

学
園
町
の
マ
ツ
の
木
で
す
。
学
園

町
に
は
、
立
派
な
マ
ツ
の
木
が
あ

ち
ら
こ
ち
ら
で
見
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
地
域
で
は
、「
学
園
町
憲

章
」
を
制
定
し
、
自
治
会
の
皆
さ

ん
が
心
を
合
わ
せ
「
緑
豊
か
な
住

環
境
を
守
り
育
て
、
住
み
よ
い
街

づ
く
り
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

「
緑
が
多
く
、
き
れ
い
な
街
で
す

ね
」
の
一
言
が
、
励
み
で
あ
り
誇

り
だ
そ
う
で
す
。

　
冬
で
も
青
々
と
し
た
葉
を
付
け

る
松
は
、
不
老
長
寿
の
象
徴
と
さ

れ
、
同
じ
く
冬
で
も
青
い
竹
、
冬

に
花
を
咲
か
せ
る
梅
と
合
わ
せ

「
松
竹
梅
」
と
呼
ば
れ
、
日
本
で

は
お
め
で
た
い
木
と
さ
れ
て
い
ま

す
。　
ま
た
、
魔
よ
け
や
神
が
降

り
て
来
る
木
と
し
て
も
珍
重
さ
れ
、

正
月
に
家
の
門
に
飾
る
門
松
に
は
、

神
を
出
迎
え
る
と
い
う
意
味
が
あ

る
そ
う
で
す
。

　
詳
し
く
は
環
境
政
策
課
☎
４
７

０
・
７
７
５
３
へ
。

【樹　種】　マツ
【所在地】　学園町一丁目

環境美化マナーアップキャンペーン活動日程
活動時間

（集合時間）
活動場所

（集合場所）日程

午前７時半～８時半
（午前６時５０分）

※セレモニーは午前７時から。
東久留米駅周辺

（市役所１階屋外ひろば）
　

月
５
日（
木
）

１１

午前１０時半～１１時半
（午前１０時２０分）

滝山交番周辺
（滝山歩道橋南側）

午後７時～８時
（午後６時５０分）

東久留米駅周辺
（西口駅前広場）

　

月　

日（
火
）

１１

１０

午後３時～４時
（午後２時５０分）

滝山交番周辺
（滝山歩道橋南側）

路上喫煙禁止区域
が路上喫煙禁止区域です

直近３年間のごみ量などの推移
２４年度２５年度２６年度
２万５,５５８ｔ２万５,６７７ｔ２万５,１１３ｔごみ収集量

６０４.６g６０５.０g５９０.８g１人が１日に出すごみの量
１８億６,５４１万５,４６５円１８億５,０４９万９,５９７円１８億６,７３９万３,９００円ごみ処理に掛かる経費

１万６,１０６円１万５,９１５円１万６,０３６円１人当たりが負担するごみ処理経費
３５７万７,９２５㎏３４９万５,３６３㎏３３７万７,２０３㎏資源集団回収の回収量
１５０団体 １５４団体 １５１団体 資源集団回収を実施した団体数
６団体 ５団体 ３団体 資源集団回収を新規に開始した団体数
１６台 ２６台 １７台 購入費を助成した生ごみ減量化処理機器の数

保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保
存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存
樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹
木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木
ををををををををををををををををををををををををを
紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹
介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介
ししししししししししししししししししししししししし
ままままままままままままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

保
存
樹
木
を
紹
介
し
ま
す
⑯⑯⑯⑯⑯⑯⑯⑯⑯⑯⑯⑯⑯⑯⑯⑯⑯⑯⑯⑯⑯⑯⑯⑯⑯⑯

～
私
た
ち
の
手
で
き
れ
い
な
ま
ち
に
～

環
境
美
化
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
し
ま
す

　

月
は

１１「
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
強
調
月
間
」で
す

～
い
の
ち
輝
く　

み
ん
な
の
未
来
～

家
族
介
護
者
教
室

家
族
介
護
者
教
室
をを

開
催
し
ま

開
催
し
ま
すす

認
知
症
介
護
者
家
族
会

認
知
症
介
護
者
家
族
会
をを

開
催
し
ま

開
催
し
ま
すす

湧湧湧湧湧湧湧湧湧湧湧湧湧湧
水水水水水水水水水水水水水水
ウウウウウウウウウウウウウウ
オオオオオオオオオオオオオオ
ッッッッッッッッッッッッッッ
チチチチチチチチチチチチチチ
ンンンンンンンンンンンンンン
ググググググググググググググ
ウウウウウウウウウウウウウウ
オオオオオオオオオオオオオオ
ーーーーーーーーーーーーーー
クククククククククククククク

湧
水
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
ウ
オ
ー
ク
ををををををををををををををを

開開開開開開開開開開開開開開
催催催催催催催催催催催催催催
しししししししししししししし
まままままままままままままま

開
催
し
ま
すすすすすすすすすすすすすすす

湧
水
・
清
流
保
全
宣
言
都
市

ご
み
の
現
状

ご
み
の
現
状
とと

今
後
に
つ
い

今
後
に
つ
い
てて

投
稿
し
て
く
だ
さ
い

市
内
の
『
み
り
ょ
く
』
を
募
集
中

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度
秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋
ののののののののののののののののののののの
火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火
災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災
予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予
防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防
運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運
動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動

　

年
度
秋
の
火
災
予
防
運
動
がががががががががががががががががががががが

２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７２７始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始
ままままままままままままままままままままま
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
ままままままままままままままままままままま

始
ま
り
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会（
久
老
連

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会（
久
老
連
））

の
会
員
を
募
集
し
ま

の
会
員
を
募
集
し
ま
すす

次
世
代
向
け
観
光
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
ま
す

　
内
閣
府
を
中
心
と
し
て
、
強
調

月
間
中
に
、
子
ど
も
・
若
者
の
健

や
か
な
育
成
を
願
い
、
社
会
生
活

を
円
滑
に
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
の
支
援
活
動
を
推

進
し
ま
す
。

　
　
月
中
、
市
内
の
各
中
学
校
地

１１
区
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
で
は
、

地
域
清
掃
や
青
少
年
の
健
全
な
余

暇
活
動
に
関
す
る
事
業
な
ど
を
行

い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
児
童
青
少
年
課
児
童

青
少
年
係
☎
４
７
０
・
７
７
３
５

へ
。

ご
み
減
量
化
へ
の
取
り
組
み

　
　
年　
月
に
設
置
し
た
「
東
久

２４

１１

留
米
市
ご
み
の
減
量
化
に
か
か
る

検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を

中
心
に
、
ご
み
の
減
量
に
向
け
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

　
「
小
型
家
電
回
収
ボ
ッ
ク
ス
の

設
置
」や
、「
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ

ス
ト
の
無
料
配
布
」
な
ど
多
様
な

減
量
方
法
を
提
案
し
、「
不
法
投

棄
撲
滅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」「
収
集
日

を
守
ろ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
開

催
な
ど
、
ご
み
に
対
す
る
意
識
の

向
上
・
啓
発
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

ご
み
収
集
の
現
状

　
　
年
～　
年
度
の
、
市
民
１
人

２４

２６

が
１
日
に
出
す
ご
み
の
量
は
減
少

傾
向
で
す
が
、
大
幅
な
減
量
に
は

結
び
付
い
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、

市
民
１
人
当
た
り
が
負
担
す
る
ご

み
処
理
経
費
は
、
約
１
万
６
０
０

０
円
で
推
移
し
て
い
ま
す
（
下
表

参
照
）。

　
市
で
は
、
自
治
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
な

ど
市
民
で
構
成
す
る
団
体
に
よ
る

資
源
集
団
回
収
に
報
奨
金
を
交
付

し
た
り
、
生
ご
み
減
量
化
処
理
機

器
の
購
入
費
用
の
一
部
を
助
成
し

て
い
ま
す
。

　
資
源
集
団
回
収
を
実
施
し
た
団

体
数
は
、　

年
度
に
比
べ
る
と
増

２４

加
し
て
い
ま
す
が
、
新
た
に
始
め

る
団
体
や
回
収
量
は
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
生
ご
み
減
量

化
処
理
機
器
の
購
入
費
助
成
の
件

数
は
、　

年
度
は
増
加
し
、
他
の

２５

年
度
で
は
ほ
ぼ
同
数
で
す
。

取
り
組
み
で
分
か
っ
た
こ
と

　
ご
み
の
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
に
、

熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
多
く
の

市
民
・
団
体
の
方
に
お
会
い
し
ま

し
た
。
そ
の
一
方
で「
不
法
投
棄
」

や
「
グ
リ
ー
ン
ボ
ッ
ク
ス
へ
の
無

分
別
ご
み
の
排
出
」
も
多
く
見
ら

れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
だ
け
で
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り

に
対
す
る
ご
み
の
排
出
マ
ナ
ー
・

ル
ー
ル
の
順
守
を
お
願
い
す
る
こ

と
や
、
全
市
的
な
取
り
組
み
に
し

て
い
く
こ
と
は
、
難
し
い
状
況
に

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

今
後
の
ご
み
減
量
に
向
け
て

　
今
後
も
、
ご
み
減
量
へ
の
取
り

組
み
は
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　
し
か
し
今
、
さ
ら
な
る
ご
み
の

減
量
化
・
資
源
化
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、
そ
れ
に
は
市
民
の
皆
さ
ん

の
「
ご
み
に
対
す
る
意
識
改
革
」

が
必
要
で
す
。
加
え
て
、
ご
み
を

出
す
量
に
応
じ
た
「
公
平
な
負
担

制
度
の
構
築
」
も
不
可
欠
で
す
。

　
そ
れ
ら
に
効
果
的
な
手
段
の
１

つ
が
「
家
庭
ご
み
の
有
料
化
」
と

考
え
、
今
後
は
そ
の
導
入
を
前
提

と
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

　
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
詳
し
く
は
ご
み
対
策
課
☎
４
７

３
・
２
１
１
７
へ
。


